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発明の単一性を充足しない場合でも、クレーム発明の特許性に関する 

仮の見解書を EPOが出願人に通知する新たなサービスを開始 
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１．はじめに 

EP直接特許出願（Euro-direct applications）、及び、Euro-PCT出願について、最終の EP

サーチレポート（"final EP search report"）または国際サーチレポートが出願人に送付される

段階において、クレーム発明の特許性に関する見解書（"opinion"）を出願人は EPOから受

領します。 

 

EPOが国際サーチ機関ではない Euro-PCT出願の場合、サーチされなかった発明に係る

クレームに対しては 2 ヵ月以内に所定の費用を支払えば、追加のサーチを請求することが

できます。また、EPO が国際サーチ機関である場合であって、国際段階で発明の単一性を

充足しないと認定されたが追加のサーチを請求しなかった場合でも、サーチされなかった

発明に係るクレームに対して追加のサーチを EPOに請求することができます。 

 

出願人は、これまで、上記最終の EPサーチレポート、又は、国際サーチレポートを受領

した場合、出願が発明の単一性を充足しない理由について系統的に知ることができません

でした。出願人は、さらに、上記最終の EPサーチレポートまたは国際サーチレポートを受

領した場合、サーチされなかったクレーム発明に対するサーチを希望するか否かを決定す

ると共に、サーチ結果に対して、応答する必要がありました。 

 

このような状況下で、EPO は、2017 年 3 月 9 日に、サーチレポートを作成する際に発

明の単一性を充足しないと判断した場合、第一のグループ発明の特許性に関する仮の見解

書（"provisional opinion"）を出願人に通知するサービスを 4月 1日から開始することを公

表しました。 

 

【全 3頁】 
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